
平成 23 年 10 月 6 日 

 

 

重要科学技術史資料への登録のお知らせ 

 

当社にて管理保管致しております、「金敷と金槌｣および｢3 本ローラー式ブルドン管成

形機｣が、独立行政法人国立科学博物館の重要科学技術史資料に登録されましたので、

お知らせいたします。 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

登録先：重要科学技術史資料（愛称：未来技術遺産） 

登録日：平成 23年 9月 27 日 

登録物：①「金敷と金槌」（1896 年製作） 

②「3本ローラー式ブルドン管成形機」（1914 年製作） 

登録理由： 

① 和田嘉衡*が試行錯誤の連続の中で、国産第一号のブルドン管圧力計を完成させ

た時に使用していた貴重な金敷と金槌である。 

② 和田が創立した和田計器製作所が、それまで金敷と金槌を用いたブルドン管を、

機械装置で作れるようにしたブルドン管成形機であり、ブルドン管発展史の時代

を画する資料である。 

*当社前身の和田計器製作所（後に東京計器㈱）の創業者 

 

◎ ご参考：重要科学技術史資料とは 

 「科学技術の発達史上重要な成果を示し、次世代に継承していく上で重要な意義を持

つ科学技術史資料」および「国民生活、経済、社会、文化の在り方に顕著な影響を与

えた科学技術史資料」の保存と活用を図るため、これらの資料を未来へ引き継ぐべき

遺産として登録するもの。平成 20 年度より登録制度を実施し、本年の登録分を含め

ると 92 件が登録されています。 

 

以下添付資料 

・重要科学技術史資料 

・登録証と楯の写真 






